分柔連発第６４号
令和４年２月１９日 
関　係　各　位　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大 分 県 柔 道 連 盟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 会　長　穴 井 隆 信
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公印省略）
第４２回　全国少年柔道大会大分県予選大会の開催について
　早春の候、各位におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。平素より大分県柔道の振興・発展にご協力いただき、厚く御礼申し上げます。
　さて、延期しておりました標記大会につきまして、下記の要領により開催したいと思います。つきましては、ご多忙の折とは存じますが、関係者並びに選手の派遣・出場にご配慮いただきますようお願い申し上げます。
　また、本大会の開催については、県内の新型コロナウィルスの感染が拡大する状況にあっては、中止とさせていただきますので、その際は、本協会役員において協議し、大分県の代表チームを推薦させていただくことをご了承ください。各チームには何かと規制やお願いが多々ありますが、ご理解の上ご協力をお願いいたします。
　なお、コロナウィルス感染防止対策として開会式は中止します。
記
１．日時　　令和４年３月２６日（土）
          　       ８：３０～９：００　開場・計量
            　     ９：００～９：３０　監督・審判会議
              　   ９：３０～　　　　　試合開始
２．場所　　昭和電工武道スポーツセンター
                　  大分市横尾１３５１番地
　　　　　　　　℡０９７―５２０－０８００
３．参加資格
①　選手は、大会当日時点で小学５年生以上の児童とする。ただし、やむを得ない場合には５年生の補充に４年生が出場することができる。（現小学６年生は出場できない。）
②　各道場またはクラブ代表１チームとし、混成チームは認めない。
③　１チームは、監督１名・選手５名・補欠２名とする。
④　チームのオーダーは、次のとおりとする。
	
	大 将
	副 将
	中 堅
	次 鋒
	先 鋒
	

	
	６ 年
	６ 年
	６ 年
	５ 年
	５ 年
	


        ただし、やむを得ない場合、以下の規定により他年が出場できる。
　　　・５年生の位置に４年生が出場できる。
　　　・５年生が６年生の位置に出場できるが、その際は学年順とする。　              　　　　　　　また、各学年順に配列するときは、必ず体重順に配列する。
４．試合方法
   ①　団体得点法により、勝敗は勝ち点の合計による。
勝ち点が同じ場合は、３分間の代表戦を１回行う。代表戦に出場する選手は「引き分け」の中から抽選で１組を選んで行う。（ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｽｺｱは行わない）　　　 
②　その他、詳細については大会当日の監督審判会議で決定する。
③　本大会については、新型コロナウィルス感染防止対策として、予選リーグを実施せず、全チームによるトーナメント戦のみを実施する。
５．審判規定
　①　審判規定は、国際柔道連盟審判規定・少年規定による。
②　勝敗の決定基準は、「一本」「技あり」「僅差」とし，得点差がなく、かつ「指導」差が１以内の場合は「引き分け」とする。代表戦においては、３分間の試合を１回おこない得点差がない場合は僅少差（旗判定）をもって勝敗を決する（ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｽｺｱは行わない）
「僅差」とは、双方の選手間に技による評価がない、又は同等の場合、「指導」差が２あった場合に少ない選手を「僅差」による優勢勝ちとする。
③　試合時間は、すべて正規の３分間とする。
④　「逆背負投げ」「両袖を持って施す投げ技」は禁止とし、掛けた場合は「反則負け」とする。（以降の一連の試合には出場できることとする。）
６．組合せ
　　大会当日に組合せ抽選を行う。
７．参加料  ・１チームにつき５，０００円（大会当日にお支払いください）
８．申込先　・〒８７１－０１５２　中津市加来２１５－６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　本多　利孝　宛　ＴＥＬ　０９０－３０７９－２７２１（携帯℡ ）
メールアドレス　hondake-tatiaoi@eso.ocn.ne.jp
                 ・申込期限　令和4年３月１０日（木）必着のこと
                 ・郵送またはメールでの申込みとし、期限を過ぎての申し込みは一切受理致しません。　※Excel又はWordファイルでお願いします。
　　　　　　　　データが必要な方は連絡ください。
９．その他　
  ①　選手は、全日本柔道連盟及び大分県柔道連盟に登録していること。
  ②　出場にあたっては、選手の保護者の参加承諾書を得ておくこと。
③　負傷者の処置については、主催者側において応急処置は行うが、事後の責任は負わない。
④　選手は、本大会で保険に加入します。
⑤　選手は、「所属・氏名」の入った規定のゼッケンを着用する。
  ⑥　参加申し込み後の選手変更は認めない。
  ⑦　監督の服装は審判員に準ずる。
      ・上着（背広かブレザーで、黒・紺またはそれに近い色）
      ・ズボン（グレーか黒・紺）
・ネクタイ（色は特に指定しないが、派手でない物）
      《注意》この服装以外の監督は試合場（道場）には入れません。
                また、監督以外の入場も堅く禁止します。
  ⑧本大会優勝チームは、後日行われる全国大会の出場権を与える。
10．新型コロナウィルス感染症対策について（重要）
①　今大会については、新型コロナウィルス感染防止対策の観点から無観客試合とするので、各チームは監督１名、選手７名のみの参加とする。
　　なお、審判員については、各チームの監督及び少年柔道協会役員によって行う。
②　大会参加者（大会役員、監督、選手）は大会２週間前（令和４年３月１２日から同年３月２５日まで）から、毎日の検温等を記録して健康記録表等（別紙１及び２）を作成の上、各チームの監督に提出すること。同健康記録表等は、今大会で感染者等が発生した際に、速やかに提出できるよう各道場で保管しておくこと。
③　大会当日は、当日の検温記録を記載した健康記録表（別紙３）を道場ごとに提出すること。提出しないチームについては、大会への出場を認めない。
④　開場時、少年柔道協会において参加者全員の検温を非接触型体温計によって実施し、37.0度以上の熱が認められた者は、再度、接触型体温計よる検温を実施する。
なお、接触型体温計でも37.0度以上の熱が検温された時は大会への参加を認めない上、大会会場（観覧席を含む）への入場も許可しない。
⑤　大会会場への出入りの際は、必ず手指消毒を実施すること。
⑥　大会会場内及び会場外においても必ずマスクを着用すること。
⑦　大会参加選手は、対戦時以外は必ずマスクを着用し、脱した際のマスクについては、ビニール袋等（氏名を明記すること）を持参し、各自で管理すること。
⑧　大会申込がなされていても、チーム内または関係者にコロナウィルス感染者や濃厚接触者が確認された際は、速やかに大会本部に報告し、大会への参加を辞退することとする。
⑨　試合開始前及び終了後は、手指消毒及びうがいを必ず実施すること。
⑩　各チームの監督は、試合中、声を出しての応援及び指示は一切許可しないこととする。
⑪　各チームは、大会参加者の保護者に大会参加同意書（別紙4）の提出を義務付けること。
（同意書は各チーム規定の様式でも構いません。提出分は各チームで保管をお願いします。）
　※ 　脳震盪対応について
１．大会前１ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は脳神経外科の診察を受け、出場の許可を得　　　ること。
２．大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して本大会に出場することはできません。（至　　　急、専門医の精査を受けること）

第４２回　全国少年柔道大会大分県予選会申込書
（登録番号未記入の場合は受付いたしません）
	
	所属名
	監督名 　　　                       印
連絡先：携帯℡（　　　　　　　　　　　　）
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締め切り・・・令和４年３月１０日（木）必着
